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近年、工業的な大量培養が比較的に容易なミドリムシ (Euglena)やクラミドモナス

(Chlamydomonas)等の単細胞植物をバイオマス燃焼の原料として利用することが検討され、注目

されている。これらの単細胞植物を一つずつ選別し、燃料として適している脂質を多く生産する

優れた細胞を分取し、培養することができれば、品質の良いバイオマス燃料を生産することが可

能になると期待される。我々は、高強度のフェムト秒レーザーを顕微鏡下で水溶液中に集光照射

した際に集光点近傍で発生するマイクロメートルスケールの衝撃力を利用した、マイクロ流路

中で単細胞植物を高速分取する方法の確立を目指している。本研究では、単細胞植物である

Euglena gracilis 及び Chlamydomonas reinhardtii を試料として用い、流路幅 200m の二叉に分岐

するマイクロ流路に 1m/sec の速度で細胞を流した。マイクロ流路は、倒立顕微鏡のステージ上

に設置され、そこに 20 倍対物レンズ（NA=0.46）でフェムト秒レーザーパルス（250fs, 780nm, 

300nJ/pulse）を集光照射した。レーザーパルス照射前後の単細胞植物の挙動を高速カメラにより

100,000fpsのフレームレートで観察した。Fig. 1に示す例では、二叉マイクロ流路の分岐点の手

前にレーザーパルスを照射している。左側流路に流れようとする細胞近傍にフェムト秒レーザ

ーが照射され、集光点で発生した衝撃力により、細胞の進行方向は変異し、細胞は左側流路へと

導かれた。この時に Euglena gracilis に顕著な形状変化や物理的ダメージは見られなかった。発

表では、この様な流路中での

植物単細胞の変異と形状変

化に対するレーザーパルス

の集光位置、強度、照射タイ

ミングの依存性を解析した

結果について述べる。さら

に、レーザー照射が単細胞

植物の活性に与える影響に

ついても議論する。 

Fig. 1 Laser sorting of Euglena gracilis in the microfluidic channel. 

White allow: Euglena gracilis. Red point: Laser focal point. 

Yellow allow: Branch poiont of left and rigaht channels. 
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